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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

福島第一原子力発電所の廃止措置に伴うデブリ取り出しでは、環境条

件の変化によってデブリ表面が酸化され、放射性核種が冷却水中に放

出されることが懸念されている。また、そのようなデブリの変質によ

って、取り出し方法の変更が必要となる可能性もある。本研究では、

デブリの主要構成元素であるウランに着目し、酸化的環境で安定な6価

ウラン（U(VI)）に選択的な時間分解型レーザー蛍光分光（TRLFS）法

を用い、様々な条件下でデブリ表面に生成する変質相の同定を行うこ

とを目的として、以下の項目を行う。 

１）極低温TRLFS測定システムの構築と運用 

２）模擬燃料デブリ変質試験と変質相の同定 

２．総合評価 Ａ 
・大学でウランを用いた実験を行う機会が減っており、貴重な実験の

実施、データの取得をしていることは評価ができる。 

・実用化に向けた見通しを含めた現状を認識し、検討がしっかり行わ

れている。現場適用に向けた課題をクリアし、実用化を目指して欲

しい。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 

 


